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は 172 億円と 200 億円を割り込む。さらに 2011 年には
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 日 本 陶 磁 器 産 業 振 興 協 会 （ JAPPI:Japan 
Association for the Promotion of Pottery Industry）
の HP*2によれば、「1919（大正 8）年には、名古屋港





















の、その後は急速に低下し、1999 年には 172 億円
と 200億円を割り込む。さらに 2011年には 57億円
と対 1984年比 5.6%にまで減少し、陶磁器食器の輸
出は大きく落ち込むこととなった。 














































































た 1964 年を画期として会員数が増加し、1970 年代前半
の組合員数は 500 を超えていたが、1985 年の「プラザ
合意」後は、減少の一途を辿り、1996 年には、その数



































表 1 日本陶磁器輸出組合員数の推移 
年次 組合員数 1975 507 
1952 223 1976 497 
1953 222 1977 496 
1954 228 1978 477 
1955 256 1979 459 
1956 267 1980 453 
1957 270 1981 448 
1958 255 1982 448 
1959 265 1983 443 
1960 269 1984 446 
1961 312 1985 431 
1962 338 1986 405 
1963 397 1987 390 
1964 472 1988 377 
1965 489 1989 362 
1966 507 1990 348 
1967 520 1991 338 
1968 513 1992 322 
1969 524 1993 288 
1970 521 1994 254 
1971 519 1995 218 
1972 523 1996 194 
1973 525 1997 158 
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　 氏　名 技　法
1 Ｈ . Ｔ 二重盛り竜
2 Ａ . Ｙ 金腐らし
3 Ｔ . Ａ 油絵風
4 Ｎ . Ｈ 油絵風
5 Ｍ . Ｕ 盛り
6 Ｉ . Ｋ 油絵風
7 Ｔ . Ｙ 油絵風
8 Ｓ . Ｋ 不明
9 Ｍ . Ｋ 油絵風
10 Ｈ . Ｋ 油絵風
11 Ｔ . Ｙ 不明
12 Ｍ . Ｈ 原型師
13 Ａ . Ｙ ゴム判師
14 Ｆ . Ｋ 絵付け（一級上絵付技能士）
15 Ｈ . Ｉ 絵付け
16 Ｍ . Ｔ 絵付け
17 Ｋ . Ｉ 絵付け
として、昭和 28 年から 60 年度まで、「名古屋輸出陶磁
器協同組合（昭和 24 年設立、平成 14 年解散）」が開催
していた「名古屋陶磁器上絵付技術コンクール」がある。
当時は、各企業から職人を推薦し、盛んに技を競ってい
たようだ。例えば、昭和 33 年度（第 6 回）を見てみると、「上
絵付技師（第壱部）」と「意匠図案（第弐部）」に分かれ
ているが、上絵付部門においては、「無審査 2 名、特選 2 名、



































図 5　二重盛り技法（Ｈ . Ｔ）　　　　 （出典：名古屋陶磁器会館）








































































































＊当該資料に基づき、2012 年 9 月 8 日、国際文化政策
研究教育学主催「文化政策セミナー」にて発表。
